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　火團の動き
一一一2月濯日現在一

男4，628（輔）
女4，753（繊〉
計9，381（縁｝
世帯数2，288（＋2）

　（1前月比較

，
．
♪

〆藍購 「やった！チャンピオン15まい」

1月14日　南原保育園　かるた会

　おやつもすんで￥いよいよグループに分か

れて「アンパンマンかるた」です。

　ミパイモと同時に手が出たときは￥仲良し

ジャンケン。

　3人のチャンピオンは￥照れながら拍子を

うけました。

圃休日救急医

2月14日池田医院（本町西）奮52－2581

　21日山口医院（袋町中）奮52－2174

　28日庭野医院（寿町）奮52－2711

3月6日大坪医院（四日町）費57－6100

　13日千手診療所（中央町）奮68－2034



一・・一・一・・…1広報かわにし／昭和63年2月10日発行　一……一一・………一…一・…一…………1……一……一・……………一・…一一……・………一……・一一一……・一…………（2）一・一一

く：3◎

⊂コ

o

o

　　　　62年度転作実績まとまる
町全体の作付面可能な田の、およそ15％にあたる田が転作を実施しました・

●　転作を実施した面積　167．17ha　（ヘクタール）

　　　〔内訳灘章漂積　1マ9：讐：〕

●　一般作物の地区別転作面積　　　　　　　　　　　（上段一肋下段一％）

＼作物名

地区名

大　豆 ソ　バ

青刈り

トウモ

ロコシ

イタライ 飼料
作物 小豆

青刈り

イ　ネ

その他

作物
計

千手
159，540 184，790 2，550 10，640 1，250 1，750 58，730

一
419，250

38．1 44．1 0．6 2．5 0．3 0．4 14．0 一
100

6，460 74，570 88，790 3，670 590 1，210 48，960 300 224，550

2．9 33．：2 39．6 1．6 0．3 0．5 21．8 0．1 100

橘
36，160 93，570 67，570 101，700 1，340

一
52，470 670 353，480

10．2 26．5 19．1 28．8 0．4
一

14．8 0．2 100

仙　田
17，960 8，340 1，510

一
200 11，630 138，424 410 178，474

10．1 4．7 0．9
一

0．1 6．5 77．5 0．2 100

計
220，120 361，270 160，420 116，010 3，380 14，590 298，584 1，380 1，175，754

18．7 30．7 13．7 9．9 0．3 1．2 25．4 0．1 100

　
昭
和
六
牽
董
年
か
ら
ス
タ
ー
聡
し
た
顕
水
田
農
業
確
立
対
策
』
は
、
各

部
落
や
農
家
の
懸
命
な
取
鱗
維
み
悔
塞
っ
驚
、
町
で
は
、
転
作
目
標
面
積

の
㎝
〇
三
・
四
駕
1
癒
潔
欝
の
簑
績
蓬
達
成
臨
蒙
態
羅
。

昨年

暮
れ
農
林
水
産
省
は
、
金
国
の
転
作
目
標
達
成
率
が
一
◎
豊
パ
ー

セ
ン
ト
に
懸
藻
瀞
お
鑛
ず
、
米
の
需
給
事
情
か
愚
水
田
農
業
確
立
対
策
の

ぽ
か
に
、
　
翔
米
需
給
均
衡
維
緊
急
対
策
墜
薮
、
六
拳
叢
隼
度
か
鑛
実
施
す

る
緯
老
蓬
発
表
移
ま
態
羅
。

　
転
作
が
登
後
も
続
羅
状
況
の
中
で
、
町
の
農
家
ぽ
謹
の
ぷ
う
な
取
竣
組

毒
を
し
で
騨
る
の
が
紹
奔
態
叢
す
。

イ
タ
ラ
イ
（
ト
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
）

①
転
作
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
、

た
ま
た
ま
下
条
の
酪
農
組
合
に
仲
間

が
い
た
こ
と
か
ら
、
契
約
栽
培
し
た
。

転
作
面
積
の
達
成
に
は
、
一
番
よ
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
。

②
作
業
全
部
を
酪
農
組
合
が
や
っ

て
い
る
。
刈
り
取
り
回
数
の
目
標
は

年
問
三
回
だ
が
、
実
際
は
一
回
か
二

回
。
そ
れ
も
、
草
の
出
来
の
良
い
も

木落生産組合

山家勝

の
を
主
体
に
持
っ
て
い
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
転
作
田
は
、
イ
タ
ラ
イ
と
青

刈
り
イ
ネ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
い
る
。
集
団
転
作
の
計
画
で
は
、

　
ア
　
　
ヂ
　
　
　
　
　
の
　
ま
ゐ
　
つ
　
　
や
じ
リ
ロ
し
　
ロ
　
ラ
チ
　
の
レ
ト
ヤ

イ
タ
ラ
イ
を
作
ノ
え
と
こ
ノ
、
に
に

三
年
計
画
で
イ
ネ
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
い
る
。
イ
ネ
を
あ
ま
り

作
ら
な
い
で
い
る
と
、
ネ
ズ
、
、
・
な
ど

の
被
害
で
あ
ぜ
が
傷
む
か
ら
。

③
イ
タ
ラ
イ
が
一
番
よ
い
作
物
と

レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

①取り組んだ理由。　i
②良い点、悪い点。　i

　　　　　　　　　　　　③今後の見通しと対応。i
　　　　　　　　　　　：

思
う
が
、
飼
料
が
安
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
在
、
し
だ
い
に
イ
タ
ラ
イ
の

需
要
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
る
。

野
菜
の
無
人
販
売

①
六
十
一
年
か
ら
始
め
た
。
き
っ

か
け
は
生
産
量
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
市
場
に
出
せ
な
い
カ
ボ
チ
ャ

を
並
べ
た
の
が
最
初
だ
。

②
六
十
二
年
は
二
十
万
円
ほ
ど
の

売
り
上
げ
だ
っ
た
。
カ
ボ
チ
ャ
の
人

気
が
一
番
高
い
。
大
玉
で
二
百
円
、

中
で
百
円
か
ら
百
五
十
円
。
ほ
か
に

ス
イ
カ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
並
べ
た
。

一
度
買
っ
て
「
う
ま
い
カ
ボ
チ
ャ
」

　
え
ヤ
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

を
嚇
わ
う
と
、
今
度
は
仲
間
を
連
れ

て
く
る
よ
う
だ
。
十
日
町
か
ら
も
来

た
ら
し
い
。

③
今
年
も
続
け
た
い
。
「
う
ま
い

も
の
」
　
「
安
い
も
の
」
は
必
ず
売
れ

る
。
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手
間
の
少
な
い
作
物
を

合
栄

膿
上

①
転
作
が
さ
わ
が
れ
る
前
か
ら
、
　
シ
が
適
地
だ
っ
た
か
ら
と
思
う
。

農
協
を
と
お
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た

し
、
乾
田
に
は
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
②
六
十
一
年
ま
で
は
、
農
協
が
あ

　
　
亀
亀
、
、
、
、
、
亀
亀
、
、
、
、
、
亀
亀
、
、
、
、
、
亀
亀
、
、
、
、
、
亀
璽
、
、
、
、
、
亀
馳
、
、
、
、
、
亀
亀
、
、
、
、
、
亀
馳
、
、
、
、
、
口
亀
、
、
、
、
、
亀
瞳
、
、
、
、
、
隔
瞳
、
、
、
、
、
亀
ー
㌧

①
五
十
四
年
に
一
度
だ
け
イ
ネ
の

青
刈
り
を
し
た
。
　
「
こ
の
ワ
ラ
を
な

ん
と
か
利
用
で
き
な
い
も
の
か
」
と
、

しめ縄生産組合

田中　武

忍
び
な
い
思
い
が
し
た
。
そ
ん
な
折

り
、
し
め
縄
の
話
が
あ
っ
た
。
翌
五

十
五
年
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん

っ
せ
ん
し
た
下
原
の
酪
農
組
合
が
一

切
の
栽
培
管
理
を
や
っ
て
い
た
。
六

十
二
年
か
ら
は
、
刈
り
取
り
以
外
の

作
業
を
部
落
の
協
同
作
業
で
進
め

た
。
ほ
か
の
転
作
作
物
と
違
い
、
草

取
り
く
ら
い
し
か
手
間
が
か
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
よ
い
。
過
去
六
年
間
の

粗
放
栽
培
で
土
地
が
や
せ
た
。
今
後

は
有
機
質
肥
料
を
施
し
、
収
量
を
増

や
し
た
い
。

③
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
契
約

栽
培
で
あ
り
、
簡
単
に
面
積
を
増
や

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
転
作
目
標

面
積
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
青

刈
り
イ
ネ
あ
た
り
が
増
え
る
と
思
う
。

、
、
、
、
ー
口
、
、
、
、
、
亀
ー
、
、
、
、
、
ー
1
、
、
、
、
、
ー
瞳
、
、
、
、
、
瞳

だ
。
湿
田
が
ほ
と
ん
ど
の
白
倉
は
青

刈
り
が
一
番
よ
い
。

②
主
婦
を
主
体
に
二
十
五
人
で
、

生
産
組
合
を
作
っ
た
。
六
十
二
年
の

粗
収
入
目
標
は
一
千
万
円
。
あ
と
一

歩
と
い
う
実
績
だ
。
三
町
二
反
（
三

．
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
青
刈
り
イ
ネ

の
う
ち
、
乾
燥
し
た
ま
ま
の
材
料
で

販
売
す
る
の
が
、
八
反
（
八
十
ア
ー

ル
）
ほ
ど
あ
る
。
し
め
縄
は
、
全
部

が
注
文
生
産
だ
。
二
月
こ
ろ
か
ら
注

文
を
受
け
る
。
作
り
だ
め
で
き
な
い

の
が
難
点
だ
。
去
年
、
イ
グ
サ
乾
燥

機
を
入
れ
た
。
そ
れ
ま
で
材
料
の
青

刈
り
は
、
天
候
が
悪
い
と
駄
目
だ
っ

集
団
転
作
で
大
豆

①
集
団
転
作
で
大
豆
を
や
り
始
め

た
の
は
、
五
十
八
年
か
ら
だ
。
そ
れ

以
前
は
ソ
バ
が
主
体
だ
っ
た
。
水
田

農
業
確
立
対
策
の
前
期
三
年
間
は
、

集
団
で
大
豆
を
作
る
方
針
だ
。

②
去
年
の
収
穫
時
は
、
雨
に
た
た

ら
れ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
収
量
は
平

均
二
百
二
十
キ
ロ
と
よ
か
っ
た
。
問

作
り

題
は
秋
作
業
、
乾
燥
が
悪
い
も
の
は

致
命
傷
と
な
る
。

③
今
年
も
集
団
で
大
豆
を
作
る
。

作
業
の
し
や
す
さ
を
考
え
て
、
施
肥

な
ど
の
管
理
を
十
分
し
て
、
あ
ま
り

草
の
出
来
を
良
く
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
た
い
。
刈
り
取
り
機
械
と
、
早

生
種
の
豆
も
研
究
し
た
い
。

た
が
、
強
力
な
「
助
っ
人
」
を
入
れ

て
助
か
っ
た
。
青
刈
り
イ
ネ
の
栽
培

は
、
し
め
縄
専
用
の
品
種
の
た
め
、

米
を
作
る
以
上
に
難
し
い
。

③
し
め
縄
を
作
る
技
術
を
生
か
せ

ば
、
新
し
い
製
品
を
開
発
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
手
い
っ
ぱ
い
の
状
態
だ
。
転
作
を

な
ん
と
か
う
ま
く
生
か
し
た
い
。

63

年
転
作
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
六
十
三
年
度
の
転
作
目
標
面

積
は
、
町
の
農
政
審
議
会
の
審
議

を
経
て
、
二
月
二
十
日
、
各
集
落

に
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。



粉

雪

新

雪

降

雪

氷

雪

　
町
で
は
、
五
十
九
年
か
ら
克
雪
住
宅
資
金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ

の
制
度
の
利
用
実
績
は
七
四
戸
（
落
雪
式
四
四
戸
、
融
雪
式
二
二
戸
、
耐
雪
式
四
戸
、

高
床
式
二
壬
斤
）
。
す
で
に
、
町
に
建
築
さ
れ
て
い
る
融
雪
式
の
住
宅
は
、
制
度
利
用

の
二
二
戸
を
含
め
、
お
よ
そ
二
五
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
融
雪
式
屋
根
を
取
り
入
れ
た

方
の
、
感
想
な
ど
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
①
シ
ス
テ
ム
名
②
新
改
築
年
月
③
設
置
費
用
〕

風

国雪娘1一一一一雪

〃
一

ζ安く、・

羽
鳥
宏
史
さ
ん
宅
（
中
央
町
）

①
柳
式
自
然
融
雪
屋
根

②
5
9
年
6
月
（
新
築
）

③
不
明
（
新
築
工
事
費
に
一
切
含
む
）

女1一…一一雪一｝一一
層男雪一一一一雪一一一一一一4初

V字型の屋根材の下には結
露防止もついている。

戸
田
久
仁
さ
ん
宅
（
仁
田
）

①
北
越
融
雪
シ
ス
テ
ム

②
61
年
9
月
（
新
築
）

③
お
よ
そ
二
百
万
円
（
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
一
式
）

「不凍液の循環はこのバル

ブです」と、おかあさん。

　
新
築
す
る
際
に
、
商
売
上
ど
う
し
て
も
店
舗
の
前

に
駐
車
場
を
設
け
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
敷
地
が
狭

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
融
雪
式
を
取
り
入
れ
た
。
新

築
し
た
当
時
は
、
融
雪
専
用
の
ボ
イ
ラ
ー
を
付
け
て

い
た
。
そ
の
後
改
造
し
て
、
暖
房
し
て
い
る
二
階
の

部
屋
（
F
F
式
ス
ト
ー
ブ
）
の
暖
か
い
空
気
を
、
換

気
扇
で
天
井
裏
に
上
げ
て
融
雪
し
て
い
る
。
屋
根
の

上
の
雪
を
ゼ
ロ
に
し
な
い
方
が
、
効
率
が
よ
い
。
大

雪
で
大
変
だ
と
い
っ
た
精
神
的
の
苦
労
が
な
い
の
が
、

一
番
だ
。
も
し
、
も
の
す
ご
く
大
雪
で
あ
っ
て
も
、

屋
根
が
平
ら
な
の
で
、
雪
掘
り
も
楽
だ
と
思
う
。

　
新
築
の
際
、
自
然
落
下
の
屋
根
を
考
え
た
が
、
敷

地
の
関
係
か
ら
、
三
階
建
て
で
融
雪
式
を
取
り
入
れ

た
。
ま
だ
屋
根
の
融
雪
温
度
と
、
雪
の
消
え
る
量
の

関
係
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
灯
油
の
量
は
、
そ
う

ビ
ッ
ク
リ
す
る
量
で
は
な
い
と
思
う
。
　
（
去
年
の
実

績
は
不
明
）
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
管
の
中
に
入
っ
た

不
凍
液
が
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
で
暖
め
ら
れ
、
屋
根
材
の

下
に
あ
る
融
雪
施
設
の
ア
ル
ミ
板
を
通
し
て
、
雪
が

溶
け
る
。
い
ま
ま
で
は
、
休
日
を
利
用
し
て
、
雪
掘

り
の
日
程
を
考
え
て
い
た
。
雪
の
状
態
を
見
て
、
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ
け
で
、
手
軽
の
シ
ス
テ
ム
だ
。

雪

残

雪

積

雪

大
白
倉

　　1月14日

15年ぶり顎
落落みんなで
「バイト」をやろう
5

立
口

　
向
う
鉢
巻
き
を
し
た
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
ト
バ
　
（
ワ
ラ
を
編
ん
だ
こ
も
の

よ
う
な
も
の
、
と
ま
の
こ
と
。
）
を

か
く
（
編
む
）
手
を
休
め
て
、
思
い

出
す
よ
う
に
し
み
じ
み
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

矧
私
も
燕
誰
羅
な
る
う
と
し
で
騨

る
し
、
親
懇
裁
牽
過
ぎ
ま
で
長
生

き
を
し
羅
、
ぞ
の
親
瀞
ら
聞
か
さ

擬
た
遷
蓬
悲
あ
る
謹
の
バ
イ
ト
は
、

懸
な
鞭
昔
漆
壌
あ
っ
癒
。
ワ
ラ
仕

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
の

事
癖
、
し
癒
鎌
皮
灘
馬
や
牛
の
道

具
作
り
な
ど
の
冬
仕
事
が
あ
っ
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　　　　　　　手　　　　　　　　　　　　　　　　み

　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　照滋　　　　　　　　　　．酬
　　　　　　　　　襲

　　　　　　　　蝿

　　　　　　　灘
灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

空

こ
ろ
は
、
騨
っ
ぱ
騨
騨
癒
箸
鱒
衆

が
中
心
に
バ
謙
繋
を
造
っ
濃
も
ん

だ
。
夫
禽
倉
に
欝
っ
瀞
騨
バ
漆
欝

運
三
？
も
出
薬
撫
～
鑑
叢
も
あ
っ
羅
。

働
き
手
が
出
稼
ぎ
に
出
る
よ
う
縫

な
っ
羅
渥
ろ
か
鶏
、
申
学
盤
や
小

学
生
に
引
き
継
が
れ
癒
。
そ
れ
が
、

牽
蓋
年
ぽ
ど
前
か
蔭
、
ほ
と
ん
ど

や
ら
な
く
な
っ
で
し
ま
っ
た
。
ぞ

れ
で
も
、
隼
寄
嬢
が
糖
る
と
こ
ろ

艶
は
、
家
の
露
関
先
縫
小
さ
な
ま

ね
ご
と
を
し
で
き
た
。
正
月
の
し

め
縄
や
飾
り
を
バ
イ
ト
の
中
縫
入

れ
、
夜
の
八
時
か
九
時
こ
ろ
に
周

雪一｝一一
一片雪一㎝一一害雪崩1一一一一雪柳1一一一一雪｝一｝一「｝
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南
雲
徳
吉
さ
ん
宅
（
四
郎
兼
）

①
バ
ン
ユ
ー
シ
ス
テ
ム

②
61
年
1
1
月
（
改
造
）

③
お
よ
そ
二
百
五
十
万
円
（
ボ
イ
ラ
ー
含
む
）

融雪エネルギーは、このボ
イラーで。

　
落
雪
式
も
考
え
た
が
、
基
礎
工
事
費
と
、
落
ち
た

雪
の
処
理
に
問
題
が
あ
り
、
融
雪
屋
根
に
し
た
。
こ

の
方
式
は
、
屋
根
の
ア
ン
グ
ル
の
と
こ
ろ
に
ポ
リ
管

を
並
べ
、
そ
の
上
に
ひ
し
型
状
の
ア
ミ
を
か
け
て
あ

る
。
ポ
リ
管
の
中
の
不
凍
液
が
ボ
イ
ラ
ー
で
暖
め
ら

れ
、
雪
が
溶
け
る
。
屋
根
雪
は
七
十
セ
ン
チ
程
度
に

し
て
お
く
。
寒
中
、
雪
の
か
さ
が
多
い
時
は
あ
ま
り

暖
め
ず
、
む
し
ろ
三
月
ご
ろ
水
分
を
多
く
含
ん
だ
と

き
燃
や
す
の
が
、
効
率
的
と
い
う
こ
と
だ
。
去
年
は

小
雪
で
あ
っ
た
が
、
冬
場
に
男
手
も
な
く
心
配
な
の

で
、
灯
油
は
二
百
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
使
っ
た
。

轟
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穿
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。
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＆
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脚

　欄柵饗

二．羅

：
巳

口

1

　
　
　
　
　
　
灘

慣
れ
た
手
つ
き
で
「
ト
バ
」
を
か
く

お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

雪の記録は　　1．自』創と」

　　児童のがんばりで
　町の中で￥雪の観測をしているところは、10カ所
です。　（川西ダム．消防分遣所．J　R千手発電所と

5小学校・1分校￥川西中学校）
　この観測地点の中で、　（財）日本気象協会から昭
和44年以来委託され観測しているところが￥白倉と

仙田小学校の2校です。
　観測を続けている白倉小学校から話をうかがいま
した。

　11月1日から5月31日までの期間毎朝9時に積雪．
降雪￥気温と天候を観測しています。

　校舎の南側￥プールのそばに5メートルの雪尺と
降雪計￥玄関に温度計と記録表がありました。

　今冬も5・6年生10人が．2人1組交替で観測し
ています。観測は正月でも日曜日でも休まずにがん
ばっています。

　「降雪が多い日には．降雪を測ってから降雪計を
掘り出して、雪の上に持ち上げるのが大変です。」

　来年は5・6年生が6人になります。3日に1回
の当番が回ってきます。

淡

雪

細

雪

豪

叩、6

白倉小学校

1月14日　　積雪37cm
〔川西ダム57cm〕

録記

雪

：
ー
－
ー
除

『酬III『rll”IIワII悶酬1ワ1叩lrrwワ叩ワ1”ll目馴IIワ1叩ll馴1門「Illlll▽II”1『「lll門「1叩ワ1

頓
に
火
を
つ
け
る
と
、
と
な
η
の

部
落
か
ら
、
空
を
焦
が
す
よ
う
に

見
え
た
。
真
っ
す
ぐ
火
が
上
が
る

と
、
今
年
は
豊
作
だ
ぞ
な
ん
で
騨

っ
て
麟
た
。
編

　
こ
ん
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
四
十
歳
に
近
づ

い
た
現
在
、
な
ん
と
か
再
現
し
て
み

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ

た
。　

ム
ラ
の
若
い
人
た
ち
で
作
っ
て
い

る
「
い
ち
ょ
う
の
会
（
中
村
庄
平
会

長
．
八
人
）
」
が
中
心
に
な
り
、
み

ご
と
に
復
活
と
な
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
八
時
か
ら
ム
ラ
じ

ゅ
う
総
動
員
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

勤
め
を
休
ん
だ
人
も
い
る
。
山
か
ら

ボ
ヨ
を
切
り
出
す
人
、
雪
を
丸
く
積

む
人
、
ト
バ
を
か
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ

手
分
け
し
て
作
業
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
ト
バ
の
ワ
ラ
は
、
一
戸
が
三
ぞ
く

ず
つ
を
出
し
あ
い
、
道
路
の
脇
で
に

ぎ
や
か
に
、
手
ぎ
わ
よ
く
編
ま
れ
た
。

　
完
成
し
た
バ
イ
ト
は
、
直
径
八
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、

夕
方
五
時
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
中
で
モ

チ
を
食
べ
た
り
甘
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
、

丸
太
な
ど
を
中
に
入
れ
て
火
が
つ
け

ら
れ
た
。

　
わ
ず
か
数
時
間
で
焼
き
つ
く
さ
れ

て
し
ま
う
バ
イ
ト
に
、
ム
ラ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
結
集
を
見
た
思
い
が
し
た
。

雪

融

雪

一印「一「一一一　

一雲雪｝一一皿
嗣見雪一一㎜皿間肌卜一一…一｛雪雪一一一一煙雪

吹

雪
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5日

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
落

ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
を

　
　
　
　
　
し
な
け
轟
ば
な
ら
な
い
人

　
次
の
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

qD
　
六
十
二
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が

所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計
額
を

超
え
る
方

の
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
て
も
次

　の
よ
う
な
方

　
①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を

　
超
え
る
方

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　
て
い
る
方

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
金
額
の
合
計
が
二
十
万
円
を

超
え
る
方

　
な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る
方

は
、
確
定
申
告
書
に
収
支
内
訳
書
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

正
叫
櫛
確
定
申
告
を

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
あ
と
で

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー

セ
ン
ト
～
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算

税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

白
色
申
告
者
も
収
支
内
訳
書
を

　
事
業
所
得
者
（
青
色
申
告
者
を
除

く
）
は
、
確
定
申
告
を
出
す
と
き
に
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
内
容
を
書
い
た
収
支
内
訳
書
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
六
十
年
分
か
六
十
一
年
分

の
事
業
所
得
な
ど
が
三
百
万
円
を
超

え
る
人
は
、
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

れ
以
外
の
人
で
も
記
帳
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
記
帳
を
基
に
し
て
、
収
支
内

訳
書
を
正
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
を
納
め
る
方
法
に
、
振
替

納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
れ
ば
納
め
る
手
数
が
少
な

く
て
済
み
．
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘

れ
滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

り
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
手
続
き

は
銀
行
な
ど
の
窓
□
か
税
務
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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は

　
住
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税
の
申
告
と
同
様
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
二
月

十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
を
計
算
す
る
基
と
な

る
だ
け
で
な
＜
、
各
種
証
明
資
料
に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
住
民
税
申
告
書
の
書
き
方
は
、
申
告
用
紙
と
合
わ
せ
て
お
配
り
し
た
「
手

引
き
」
に
詳
し
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
正
確

に
記
入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
藷
砂
な
儲
翻
ば
な
窃
な
騨
人

　
住
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月

一
日
に
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
去

年
中
に
な
ん
ら
か
の
収
入
の
あ
っ
た

人
が
、
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
は
、
収
入
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

去
年
の
秋
、
農
業
所
得
申
告
を
し
た

人
や
年
金
受
給
者
も
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
給
与
だ
け
で
、

役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
出
さ
れ

て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
青
色
申
告
者
で
確
定
申

告
を
決
算
書
の
提
出
だ
け
で
済
ま
せ

て
い
る
人
は
、
住
民
税
申
告
書
に
決

算
書
の
写
し
を
つ
け
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確定申告出張相談日程

期　　　日 時　　　間 会　　　場

2月22日（月）
　23日（火）
　24日（水）
3月3日（木）

午前10時～
　　午後4時

総合セ　ンタ　ー

仮設専用電話
　68－3896

青色申告決算指導会日程

期　　　　日 時　　　　間 会　　　　場

2月18日（木） 午前10時～午後4時 川西町商工会館

住民税申告出張相談日程

期　　　　日 時　　　　間 会　　　　場

2月22日～
　3月3日

午前10時～午後4時
総合セ　ン　タ　ー

仮設専用電話
　68－3896

農
業
所
得
鮭
町
瞭
酷
算
じ
ま
す

農
業
所
得
は
、
去
年
の
秋
に
出
し

て
い
た
だ
い
た
「
農
業
所
得
申
告
書
」

に
基
づ
い
て
役
場
税
務
課
で
計
算
し

ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
人
で
、
農
業
所

得
の
あ
る
人
は
、
所
得
額
を
役
場
税

務
課
に
照
会
し
て
か
ら
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
給
与
所
得
者
で
農
業
所
得

が
二
十
万
円
以
上
の
人
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

631蟹曜899，税
蒋
署

贈与税の申告轟お忘麗なく
　贈与税の申告と納税は、2月1日から3月15日までです。

　個人から財産をもらったとき、もらった方に贈与税がかかりま

す・ただし、年間60万円以下のときはかかりません。

　課税される財産は￥個人からもらった現金、預貯金、有価証

券、土地，家屋、貴金属、宝石、書画骨とうなどです。
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川
西
郷
の
農
地
改
革
③

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

自
作
農
に
強
い
意
欲

川
西
郷
に
「
マ
ス
カ
ン
（
一
定
量

に
上
乗
せ
す
る
分
）
廃
止
」
の
声
が

あ
が
っ
た
こ
ろ
、
小
作
争
議
は
全
国

に
ま
き
お
こ
っ
て
い
た
。
事
態
を
重

く
み
た
為
政
者
は
、
　
「
日
本
の
農
業

を
発
展
さ
せ
る
に
は
零
細
農
民
の
苦

し
み
を
救
う
こ
と
が
先
決
だ
、
小
作

人
た
ち
の
主
張
に
耳
を
傾
け
よ
う
、

自
作
農
を
創
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
「
自

作
農
創
設
維
持
助
成
規
則
」
が
つ
く

ら
れ
た
が
、
こ
の
年
の
川
西
郷
は
上

野
・
橘
・
真
人
の
三
村
合
併
問
題
で

ゆ
れ
て
い
る
。
関
係
者
の
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
作
農
創
設
に
移
行

す
る
機
運
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
現
南
雲
町
長
が
、
昭
和
十
一
年
の

「
小
作
離
耕
地
売
買
価
格
に
関
す
る

町
村
別
調
査
表
」
を
所
蔵
し
て
お
ら

れ
る
。
単
位
の
表
示
が
不
明
で
詳
細

は
つ
か
め
な
い
が
、
水
田
の
売
買
最

高
価
格
に
目
を
と
お
す
と
、
橘
村
が

千
二
百
円
、
仙
田
村
が
九
百
円
、
千

手
町
と
上
野
村
が
と
も
に
六
百
円
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
水
田
は
、
地
昧
、
水
利
、
日
当
た

り
、
収
穫
量
、
は
さ
場
、
集
落
と
の

距
離
、
道
路
状
況
な
ど
か
ら
、
一
定

の
面
積
を
金
額
で
比
較
す
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
年

の
平
場
地
帯
の
一
反
歩
（
一
〇
ア
ー

ル
）
は
、
山
問
地
の
二
反
歩
に
相
当

す
る
価
格
で
売
買
さ
れ
て
い
た
と
推

考
で
き
る
。

　
面
積
や
人
口
の
わ
り
に
耕
地
の
少

な
い
仙
田
村
は
も
ち
ろ
ん
、
平
場
の

米
ど
こ
ろ
で
も
大
原
、
百
塚
、
山
王

原
な
ど
の
不
毛
地
を
か
か
え
た
村
ほ

ど
零
細
な
小
作
者
が
多
く
、
そ
の
だ

れ
も
が
、
自
作
農
に
あ
こ
が
れ
て
耕

地
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
前
の
農
地
委
員
会

　
昭
和
士
二
年
に
「
農
地
調
整
法
」

が
施
行
さ
れ
る
と
、
町
村
に
農
地
委

員
会
が
設
置
（
任
意
）
さ
れ
た
。
当

初
、
こ
の
組
織
は
、
戦
時
体
制
の
も

と
で
農
・
水
産
物
の
生
産
維
持
や
肥

料
、
労
力
の
需
給
調
整
・
生
産
増
強

な
ど
を
お
も
に
審
議
し
た
。

　
国
家
総
動
員
法
で
、
農
家
の
二
、

三
男
が
軍
需
産
業
に
向
け
ら
れ
る
と
、

小
作
料
の
適
正
化
や
小
作
争
議
の
調

停
、
自
作
農
創
設
の
問
題
も
農
地
委

員
会
が
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
後
年
、
　
「
新
潟
県
農
地
処
分
調
整

規
則
」
が
施
行
さ
れ
る
と
、
地
主
が

農
地
を
処
分
す
る
場
合
は
、
町
村
の

農
地
委
員
会
へ
届
出
て
審
議
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
日
中
戦
争
で
世
は
非
常
時
と
な

り
、
警
察
部
傘
下
の
「
農
業
尽
中
匁
至

が
農
地
問
題
に
何
か
と
介
入
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
戦
前
の
農
地
委
員
会

は
低
い
地
位
に
あ
ま
ん
じ
た
。

労
力
不
足
深
刻
に

　
十
四
年
に
入
る
と
軍
需
産
業
の
賃

金
が
高
騰
し
、
そ
の
反
面
、
農
産
物

価
に
は
き
び
し
い
統
制
が
加
え
ら
れ

て
小
作
耕
作
が
不
利
に
な
っ
た
。
そ

の
う
え
、
応
召
兵
、
満
州
移
民
、
軍

需
工
場
へ
の
徴
用
が
多
く
な
っ
て
春

耕
期
の
労
力
が
不
足
し
た
。
耕
運
機

や
田
植
機
、
除
草
剤
は
ま
だ
な
く
て
、

一
部
で
牛
馬
耕
の
ほ
か
は
田
仕
事
が

す
べ
て
人
力
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
千
手
町
で
は
、
発
電
所
や
土
木
工

　　　　難

　　　　鐵

饗

もみ干し、俵詰めに励む農家12年秋中仙田で
　　　　　（上町清水正文氏撮影）

事
の
従
事
者
を
一
時
帰
休
さ
せ
て
農

作
業
に
投
入
し
た
。
上
野
村
で
は
、

入
会
山
の
ま
き
切
り
を
秋
に
延
ば
し

て
田
づ
く
り
に
励
み
、
婦
人
会
を
総

動
員
し
て
田
植
え
を
す
ま
せ
た
。
橘

村
で
は
、
植
え
付
け
の
終
わ
っ
た
刈

羽
や
三
島
郡
か
ら
、
か
せ
ぎ
手
の
女

衆
を
雇
い
入
れ
て
急
場
を
し
の
い
だ
。

仙
田
村
で
は
、
通
年
出
か
せ
ぎ
者
か

ら
一
時
的
に
帰
郷
し
て
も
ら
い
、
小

学
校
は
農
繁
期
休
業
を
延
長
し
て
春

耕
期
を
き
り
ぬ
け
て
い
る
。

千
手
に
多
い
中
地
主

十
六
年
に
、
川
西
郷
で
、
五
町
歩

（
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
上
の
水
田
を

小
作
さ
せ
て
い
た
地
主
は
、
千
手
町

が
四
二
人
で
圧
倒
的
に
多
い
。
耕
地

の
貸
付
面
積
は
、
大
地
主
の
君
臨
し

た
上
野
村
が
断
然
ト
ッ
プ
で
、
村
外

地
主
二
人
を
含
め
た
九
人
で
一
五
四

町
六
反
（
一
五
四
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
貸
し
付
け
て
い
る
。
橘
村
の
地
主

は
七
人
で
、
貸
付
面
積
は
上
野
村
の

約
三
分
の
一
で
あ
る
。

　
千
手
町
の
貸
付
面
積
は
、
上
野
村

の
二
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
が
、
農
・

商
兼
業
型
の
実
力
の
あ
る
中
地
主

が
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
空
前
の
戦
争
で
離
農
者
が
増
え
る

と
、
耕
地
の
価
値
観
も
、
自
作
農
に

意
欲
を
示
し
た
五
年
前
と
か
な
り
の

違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
室
島
の
あ
る
地
主
が
、
大
金
の
必

要
に
せ
ま
ら
れ
て
上
田
一
町
歩
（
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
売
り
に
出
し
た
が

買
い
手
が
な
か
っ
た
。
親
類
衆
が
ほ

ん
走
し
て
、
小
金
が
あ
る
と
う
わ
さ

さ
れ
た
某
家
に
「
言
い
値
で
よ
い
か

ら
」
と
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
破
格

に
安
い
二
百
円
で
買
っ
て
く
れ
た
と

い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

二
千
人
が
戦
場
へ

　
耕
作
者
が
減
少
し
て
も
、
小
作
す

る
人
た
ち
の
地
位
は
あ
い
変
わ
ら
ず

低
か
っ
た
。
人
手
不
足
の
中
で
、
地

主
や
自
作
農
た
ち
と
食
糧
増
産
に
励

み
、
出
征
兵
士
や
戦
死
者
の
家
庭
へ

勤
労
奉
仕
し
た
。
全
国
民
が
「
ぜ
い

た
く
は
敵
」
を
合
言
葉
に
、
苦
難

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代

で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
に
従
軍
し
て
、

無
事
に
生
還
し
た
者
は
、
千
手
町
が

四
八
六
人
、
上
野
村
二
四
四
人
、
橘

村
三
〇
〇
人
、
仙
田
村
六
〇
〇
人
を

数
え
て
い
る
。
ほ
か
に
、
四
八
六
人

が
武
運
つ
た
な
く
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
負
け
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
、

米
づ
く
り
を
気
に
し
な
が
ら
故
郷
を

あ
と
に
し
た
農
業
従
事
者
は
ど
れ
く

ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　
ひ
と
り
の
農
民
の
出
征
は
、
耕
作

権
や
地
主
、
小
作
、
親
類
、
縁
者
の

人
間
関
係
を
微
妙
に
し
、
戦
後
は
民

主
化
の
あ
ら
し
の
中
で
、
川
西
郷
の

農
地
改
革
を
大
き
く
混
乱
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。



63年度予算案まとまる
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前年度を1．32％上回る

会　計　区　分 本年度 前年度 比較

一　　般　　会　　計 3，027，0灘 3，015，0㎡ 彩
0．40

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 538，585 528，015 2．00

国民健康保険診療所 89，644 77，046 16．35

仙田へき地出張診療所 20，004 18，923 5．71

老　　人　　保　　健 508，885 502，425 1．29

地域休養施設 95，490 92，208 3．56

農業共済事業 106，933 99，447 7．53

簡易水道事業 41，820 41，600 0．53

農村集落排水事業 143，000 137，100 4．30

計 1，544，361 1，496，764 3．18

合　　　　　　　　　計 4，571，361 4，511，764 1．32

　　　　　　　　　高倉国際村（62．7．8）

　1月30日、町は63年度予算案を発表しました。

　南雲町政になってから、年次的に固定資産税率の引

き下げが実施されています。今回も同税率を1．5％か

ら1．475％に引き下げる予定です。

　新しい事業では、高倉リゾート施設整備、長福寺沢

県営防災溜池工事、堆肥センター建設、温泉源探査、

仙田地区教員住宅整備などが盛り込まれています。

け
’》

‘ナ

レ、

　～
る
点
Y
ン
し

　’

11月18日発

農
協
の
漬
物
に

　
　
ふ
る
さ
と
の
味
を
し

埼
玉
・
富
士
見
市
高

橋

さ
／
～

　
ふ
る
さ
と
の
便
り
「
広
報
か
わ
に

し
」
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
つ
も
ま
ず
「
戸
籍
の
窓
か
ら
」

を
拝
見
し
、
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。
　
「
た
か
さ
ご
」
は
名
前

丹
精
の
菊
と

　
高
橋
さ
ん
ご
夫
妻

を
見
て
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

あ
そ
こ
の
お
孫
さ
ん
で
は
な
い
か
し

ら
ー
な
ど
と
楽
し
く
語
ら
っ
て
い
ま

す
。　

九
月
号
、
赤
谷
大
ケ
ヤ
キ
の
も
と

で
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
面
々
は
、
陵
し

く
拝
見
し
ま
し
た
。
お
元
気
そ
う
な

皆
々
様
に
お
会
い
で
き
た
よ
う
で
、

一
人
ひ
と
り
を
こ
の
人
は
あ
そ
こ
の

人
、
あ
の
人
は
ど
こ
そ
こ
の
人
と
、

い
つ
ま
で
も
つ
き
る
こ
と
な
く
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
仙
田
村
を
出
て
三
十
年
余
り
、
ず

い
ぶ
ん
昔
と
変
わ
り
、
町
が
発
展
し

た
様
子
を
き
い
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

同
時
に
、
私
ど
も
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ

「
故
郷
」
は
、
峠
道
を
登
り
下
り
し

な
が
ら
田
畑
を
耕
し
た
こ
ろ
の
こ
と

や
、
雪
掘
り
、
道
踏
み
に
明
け
暮
れ

た
こ
と
、
雪
ど
け
の
山
菜
取
り
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
っ
木
等
々
な
の
で
す
。
こ
れ
ら
が

つ
い
先
ご
ろ
の
こ
と
の
よ
う
に
、
陵

の
ぶ

義
　
　
男
さ
ん

（
赤
谷
出
身
）

し
く
繰
り
返
し
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
時
折
、
近
く
の
浦
和
に
住
む
赤
谷

出
身
の
家
に
行
き
、
家
庭
菜
園
の
手

入
れ
な
ど
手
伝
い
な
が
ら
、
田
舎
に

帰
っ
た
よ
う
な
気
安
さ
で
、
話
が
弾

ん
で
い
ま
す
。
川
西
農
協
の
漬
物
を

分
け
合
い
、
ふ
る
さ
と
の
昧
を
抱
え

て
帰
る
と
き
は
、
満
ち
足
り
た
気
分

で
荷
物
の
重
み
も
感
じ
な
い
ほ
ど
で

す
。

　
高
速
道
や
新
幹
線
の
開
通
で
、
田

舎
を
間
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
町
内
の
国
道
も
立
派
に
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
ど
も
の

思
い
出
す
故
郷
は
、
今
も
変
わ
ら
ぬ

自
然
の
ま
ま
の
山
里
な
の
で
す
。
そ

し
て
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
ふ
る
さ
と
が

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
の
一
層
の
ご
発
展
と

皆
々
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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停電のあ’知らせ㌦
〆
婆

馨今回は・ありません・

＼蝋贈蹴，醐繍龍繍証瓶

一1心配ごと相談
2月17日（水）・・…克雪センター

　　24日（水）・・…総合センター

3月2日（水）…・・L野コミセンター

　　9日（水）…・・橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

r一一一移動交通事故相談…一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i3月7日（月）　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i十日町市役所　　　　　　　　i

i受付は、午前10時～午後2時　i
g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

コ集
唄

　
　
　
一
フ

　
　
　
ク

　
　
　
明

　
　
　
発

募
年
女

　
　
少
少

［

募集人員　小学4年～中学3年

　　　　　80人

活動場所　十日町中学校内市立

　　　　　理科教育センター

活動日　4月～11月約20回

申し込み　3月15日（火）まで

　　　　申込用紙は各学校に

　　　　あります。担任の先

　　　　生に申し出てくださ

　　　　い○

費　傷害保険料と材料費

　　で約3，000円

経

活動内容　紙工作、木工作、金

　　　　工作、電気工作、パ

　　　　　ソコンなど。

　　　　　県発明工夫展見学

対　象　学歴、年齢、性別不問

科　目　人問・自然・文化1、

　　　　音楽、心理学、食生活

　　　　論、英文学史、英語会

　　　　話、国文学概論など16

　　　　科目

経費1科目1，000円と教材

　　　など実費相当額

申込期間　　2／29（月）～3　／5（土）

　詳しくは、特別受講生募集要

項請求と明記し、60円切手を貼

ったあて名明記の返信用封筒を

同封のうえ下記へ

〒950新潟市海老ケ瀬471

　県立新潟女子短期大学

　智025－274－0346

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
．
移
　
乙

　
　
　
　
　
　
　
ツ
罐

　
　
　
　
　
　
▽
　
迅
つ

　
　
　
　
　
　
診
　
カ

ー
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
－
⑲

　
上
野

　
　
り
星
名
智
さ
ん

　
　
り
　
　
　
清
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
新
町
新
田
か
ら
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
で

　
　
　
め
ぐ
り
合
い

主
宰
の
友
人
に
感
謝

ワ
　
年
と
と
も
に
周
り
か
ら
「
も
う

身
を
固
め
て
は
」
と
責
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
一
年
半
前
、
友
人
主
宰
の

パ
ー
テ
ィ
ー
に
顔
を
出
し
ま
し
た
。

十
日
町
と
川
西
の
青
年
四
十
人
ほ
ど

が
集
ま
り
ま
し
た
。
彼
女
と
は
同
じ

地
区
な
の
に
、
年
が
ち
が
う
せ
い
か

お
互
い
に
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

り
　
友
達
に
誘
わ
れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
出
て
み
ま
し
た
。
二
次
会
で
な
ん

の
気
な
し
に
智
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト

し
ま
し
た
。
後
日
、
そ
れ
を
理
由
に

主
宰
の
方
が
、
特
に
二
人
を
引
き
合

わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
が
同
じ
上

野
地
区
と
知
り
、
親
近
感
が
わ
き
話

が
は
ず
み
ま
し
た
。

誠
意
を
も
っ
て
つ
き
あ
う

ワ
甘
い
気
持
ち
で
な
く
、
本
気
で

向
か
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
め
ぐ
り
合

い
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
た
方
々

へ
の
恩
返
し
で
も
あ
り
ま
す
。

り
　
智
さ
ん
は
、
う
わ
べ
で
な
く
中

身
で
す
。
こ
の
人
な
ら
大
丈
夫
、
安

心
し
て
つ
い
て
い
け
る
、
男
の
中
の

男
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き

ワ
　
町
内
の
野
球
協
会
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
や
る
の
も

見
る
の
も
大
好
き
で
す
。
野
球
は
巨

人
フ
ァ
ン
。
巨
人
が
勝
っ
た
日
の
ビ

ー
ル
は
格
別
で
す
。

り
　
私
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
“
お
は

よ
う
チ
ー
ム
”
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

昨
秋
の
町
内
大
会
で
は
優
勝
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
う
れ
し
さ
に
、
祝
勝

会
の
途
中
で
ぬ
け
出
し
、
ユ
ニ
ホ
ー

ム
の
ま
ま
彼
の
家
へ
走
っ
て
報
告
、

家
中
で
乾
杯
し
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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新しい嘱託員一一・②

夫
清
雄
幸

一
　
士
博

　
　
　
富

雲
品
口
崎

南
水
沢
里
崩

国鉄アパート

新町新田

下平新田

山野田住宅

　
お
　
　
わ
　
　
び

前
月
号
議
会
報
告
欄
の
柳
議
員
質

問
ω
中
、
リ
ゾ
ー
ト
の
指
定
基
準
面

積
十
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。

ガン63年交通安全スロ

安
協
仙
田
支
部
が
製
作
し
、
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
を
受
け
た

「
ジ
ロ
リ
交
通
安
全
か
か
し
」

　
（
国
道
2
5
2
号
、
中
仙
田
入
口
”
62
・
9
）

　全国、約30万点の応募作品の中から、
「事故ゼロ」の願いをこめた交通安全年間ス

ローガンが決まりました．

守りますベルトに速度に　車間距離

　安全へ　つなぐ老いの手　幼い手
無灯火は　乗る人見る人　まっくろけ

わんきん

一
十
歳
前
の
障
害

国
圏
私
は
、
昭
和
六
＋
三
年
二
月
百

現
在
十
九
歳
九
か
月
で
す
。
ま
も
な
く
二

十
歳
に
な
り
ま
す
が
、
二
年
前
の
け
が
で

障
害
が
残
っ
て
い
ま
す
。
二
十
歳
前
の
障

害
で
も
障
害
年
金
は
受
け
ら
れ
る
で
し
ょ

・
つ
か
。

9
今
ま
で
の
旧
国
民
年
金
制
度

で
は
、
二
十
歳
と
な
り
年
金
に
加
入

し
て
か
ら
障
害
と
な
っ
た
と
き
は
「
障

宝
星
金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
歳
前
に
障
害
と
な
っ
た
人
に

は
、
二
十
歳
か
ら
「
障
害
福
祉
年
金
」

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
支
給
額

も
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
六
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
の
新
し
い
制
度
で
は
、
ど
ち
ら
に

該
当
す
る
人
で
も
、
　
「
障
害
基
礎
年

金
」
と
し
て
一
本
化
し
、
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
成
人
し

た
障
害
者
に
は
、
一
律
に
「
障
害
基

礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

障害基礎年金

1級年額　783，100円

2級年額　626，500円

へ
の（

（
）

　
　
’

｝

っ
た
わ
け
で
す
。

　
お
尋
ね
の
二
十
歳
前
の
障
害
で
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
人

は
、
次
の
①
か
②
の
場
合
で
す
。

①
二
十
歳
に
な
っ
た
日
に
、
国
民

年
金
法
に
よ
る
障
害
等
級
が
、
一
級

か
二
級
程
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
と

き
。②

二
十
歳
に
な
っ
た
以
後
の
傷
病

で
、
六
十
五
歳
ま
で
に
一
級
か
二
級

程
度
の
障
害
状
態
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
。

　
以
上
の
場
合
で
も
、
一
定
額
を
越

え
る
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

／
！
卜
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疑
緩
一
皿
騨
爆

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
ま
り
こ
　
正

太
田
真
梨
子
美
智
子
長
女
中
央
町

　
　
　
ゆ
う
や
克
也

清
水
　
佑
也
ひ
ろ
み
長
男
下
平
新
田

川
崎

山
本

ゆ
う
き有

紀
鰍
智
男
室
島

舞
栄
忍
子
二
女
仁
田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

清
水
慶
藏
6
0

内
山
キ
ョ
6
8

星
名
寅
治
郎
8
5

ハ　 ハ　 ハ忠恵本

夫雄人
）　）　）

伊新寺
　町
友誓尾

………一………・・広報かわにし／昭和63年2月10日発行　………・一……・……一………・…・

小
わ
額

燦贋
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

○
峡
に
住
み
自
焼
き
の
炭
の
炭
炬
燵

○
か
ん
じ
き
を
達
者
に
は
い
て
郵
便
夫

く
し
ゃ
み
し
て
風
邪
と
き
め
こ
み
玉
子
酒

煮
凝
り
に
崩
れ
し
鯖
の
突
き
出
で
て

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

○
床
の
間
に
置
く
盆
梅
の
七
分
咲
き

　
黒
姫
の
山
穏
や
か
に
小
雪
な
り

　
人
通
り
少
な
き
村
の
吹
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
小
川
　
　
秀

○
紅
梅
に
雪
見
障
子
を
上
げ
て
あ
り

　
寒
紅
を
ひ
き
健
や
か
に
年
重
ね

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

○
畑
に
買
う
葉
牡
丹
の
渦
横
抱
き
に

　
冬
牧
場
訪
え
ば
寄
り
く
る
牛
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
左
　
木
人

○
内
職
の
一
灯
洩
る
・
夜
寒
か
な

　
吹
雪
中
赤
き
鉄
塔
毅
然
た
り

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

○
大
寒
や
太
声
と
ば
し
魚
市
場

　
熱
燗
と
夫
を
の
こ
し
て
外
出
す

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
壮
一

放
映
の
寒
波
の
予
報
待
つ
こ
こ
ち

点
字
打
つ
音
の
響
く
や
炬
燵
板

句
作
り
の
思
い
め
ぐ
ら
す
外
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

　
ブ
レ
ー
キ
の
凍
て
・
し
ま
い
ぬ
暗
き
車
庫

　
山
眠
る
村
眠
る
ご
と
音
も
な
く

　
七
草
に
満
た
ざ
る
粥
の
青
少
な

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

大
山
に
瞬
く
星
も
春
め
け
り

　
神
霊
の
座
と
し
大
山
眠
り
け
り

　
健
や
か
に
み
く
じ
大
吉
初
詣
り

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

　
お
天
気
の
こ
と
書
き
し
の
み
初
日
記

　
衿
巻
に
会
釈
を
埋
め
て
別
れ
け
り

　
　
　
　
　
枚
方
市
　
和
田
み
の
る

　
お
せ
ち
種
若
者
好
み
の
も
の
ば
か
り

　
天
気
図
の
故
郷
の
雪
空
思
い
を
り

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
井
川
　
　
亘

　
暖
冬
の
部
屋
一
匹
の
冬
の
蝿

暖
冬
の
鉢
の
白
梅
咲
き
始
め

　
　
　
　
　
守
口
市
大
久
保
正
作

初
雪
や
南
天
の
実
の
あ
ざ
や
か
に

春
寒
の
庭
一
輪
の
水
仙
花

　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

寒
紅
を
う
す
く
亡
き
人
偲
び
を
り

掃
く
先
へ
先
へ
と
こ
ろ
げ
竜
の
玉

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

老
い
て
な
お
頬
か
む
り
し
て
市
の
人

雪
や
ま
ぬ
今
日
一
日
の
空
し
さ
に

　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

初
詣
齢
重
ね
て
七
十
四

コ
コ
と
寄
る
鶏
舎
の
窓
の
初
日
射

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

泣
初
の
す
ぐ
に
笑
い
と
な
り
し
子
よ

笹
鳴
い
て
を
り
し
が
ど
こ
か
移
り
け
り

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

福
豆
に
鬼
面
付
け
て
小
商
い

盆
梅
の
一
輪
づ
・
の
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
新
町
新
田
　
渡
貫
　
信
治

暖
冬
の
雪
に
泣
く
者
笑
う
者

　　　投　句　要　領

レはがき1枚に5旬前後。》題はと
くに定めません。そのときの季節に

合ったものならなんでも可。レ町内

名、氏名（雅号でもよい）明記。レ

川西町役場内「文書広報係」または、

中央町「太田白南風」あて。

》毎月末日〆切。》初心者の投句歓
迎。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　
仏
旧
る
が
ん

　
　
　
治
さ
ぬ
あ
な
た
の
無
関
心

　
二
月
一
日
か
ら
七
日
は
、
成
人
病

予
防
週
間
で
す
。
川
西
町
で
も
、
成

人
病
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
六
十
一
年
の
一
年
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
七
十
八
人
中
、
四

十
八
人
が
三
大
成
人
病
（
が
ん
、
脳

卒
中
、
心
臓
病
）
で
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
が
ん
は
年
々
ふ
え
て
お
り
、

川
西
町
の
特
徴
は
、
男
性
の
胃
が
ん

が
多
い
こ
と
で
す
。

20 胃がん死亡者年齢別 グラフ 21

（50～62年）
18

16
16

12 11 11

9■男性
8 口女性

5 5
4

4 3
1　　　　　　　1 1

人
養

10　　20　　30 40 50 60 70 80

　
右
の
グ
ラ
フ
は
、
町
で
五
十
年
か

ら
六
十
二
年
ま
で
の
間
に
、
胃
が

ん
で
亡
く
な
っ
た
方
の
統
計
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
五
十
歳
を
過
ぎ
る

と
圧
倒
的
に
増
加
し
、
男
性
は
女
性

の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
七
十
歳
代
の
方
が
最
も
多
く
胃

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
は
、
早
期
発
見
す
れ
ば
治
る

病
気
で
す
。
町
で
は
、
が
ん
の
集
団

検
診
（
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
肺
が

ん
）
を
受
け
る
人
が
、
ま
だ
ま
だ
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
四
十
歳
を
過

ぎ
た
ら
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
に
一
回
は
が
ん
検
診
を
受
け
、
が

ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
（
幸
）

蘇糊雛繋灘
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